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Location of  the Syowa CR observatory
Google Earth
290.04°
N
緯度 -69度00分29.2934秒
経度 39度35分23.8185秒
標高 24.7 m
Mount
NM & MD           コンテナ2基内に設置
NM: 3 Tubes/Container, Total 6 tubes
MD: 4 layers 
x:10cmΦ×100cm 20 tubes/layer
y:10cmΦ×200cm  10 tubes/layer
南極昭和基地での宇宙線観測計画
NM
MD
=[ MD: 99.7 %    NM: 93.2 % ]
Operation rate : 2018.2.1 ~ 2019.4.30
●MD
●NM
NM, MD共に高い稼働率を維持
気温効果が見える
自動データ転送も滞りなく行われている。
モニタ用DB:QL for GMDN（SyowaMD)
プロット例(気圧補正済)
NM+MD:
DBへの書込み自動化 済
MD：
気圧補正自動化 済
モニタ用DB:QL for SyowaNM
プロット例(気圧補正無)
NM+MD:
公開データ作成の自動化
公開DB http://polaris.nipr.ac.jp/~cosmicrays/
→データ提供の自動化
2018.8.のイベント
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GMDN(+SyowaMD) と SyowaNM，
Thule, 及びSouthPoleのNMデータを
使った解析。
Flux Ropeの通過を示している。
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2018.8.のイベント
太陽圏の宇宙線輸送シミュレーションによる数年先の予測値（赤）
Miyake, Kataoka, and Sato (2017, Space Weather）
リアルタイム化への課題
• 現地の観測データは、μが10分値（気圧
・室温）、中性子が1分値
• 1日の観測終了時に日本へ送信する、と
いう観測モードが安定に動作中
– リアルタイムにメール送信する機能が導入
時に使えなかった、という事情のため
• メール送信機能の目途がついた
– 1時間は出来そう、10分、1分はわからない
– 気温効果の件も含めて開発者に問合せ中
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